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本日の発表内容

• COVID-19パンデミック時の当社の取り組み

• コロナ後の安定供給に向けた課題

• 自社製人工呼吸器開発の経緯と背景

• 米国における次期パンデミックを想定した取り組み

• 当社の事業戦略（将来像）
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COVID-19パンデミック時の
当社の取り組み
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COVID-19：各国で人工呼吸器が不足
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2020年3月

• イタリア：重症患者向けの人工呼吸器が不足

• ニューヨーク：人工呼吸器1.6～3万台が不足との報道

⇒人口で換算すると、日本では4万台不足の可能性

2020年4月

• 国難に対応するため、
All Japanで人工呼吸器を生産するよう依頼

• 米国生産の人工呼吸器を、
国内生産に切り替え供給するよう依頼

日本政府から全面的な協力要請

NKV-330 NKV-550 
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COVID-19：人工呼吸器・生体情報モニタ増産対応

2020年3月 Orange Med（米国）

• 生産能力を大幅に上回る発注依頼が入り、生産ラインを増設

• 米国で研修中の日本人社員、工場勤務経験のある営業員が
増産支援、生産人員も増強

2020年3月 富岡生産センタ

• 生体情報モニタも世界中から生産量を大幅に上回る発注依頼

• 部品供給メーカへの交渉、生産支援会社の確保
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日本政府・自動車メーカ・電機メーカ等からの協力

2020年4月～7月

【生産応援】A自動車メーカー、自動車部品メーカー等
【生産委託】B自動車メーカー等 【部品手配】総合電機/センサメーカ
等

人工呼吸器の動作説明
6

医療機器メーカ 他産業製造メーカ のマッチング

生産方法についての会議風景
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COVID-19：NKV-550国内承認取得
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2020年4月

厚生労働省および医薬品医療機器総合機構から、
人工呼吸器等に必要な薬事手続きを優先的かつ迅速に
処理いただき、日本光電の創業以来、最短期間で承認取得

NKV-550 
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緊急増産において直面した課題

【半導体】 世界各国
【LCD】 日本
【ニューマチック部品※】

欧米中心

【架台】
開発：米国・日本

【酸素センサ】
欧州製

【マスク】
開発：日本

【呼吸回路】
中国製
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※空気の圧力を利用した装置。

重要パーツ調達先が特定地域に集中しており、世界中からの発注増加で調達困難

NKV-330 
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過去３年間における医療機器安定供給の阻害要因

2020年

• COVID-19感染拡大による人工呼吸器および生体情報モニタへの需要集中
• ロックダウンや輸出規制によるサプライチェーンの混乱

2021年

• 感染長期化により生体情報モニタへの需要が高水準で継続
• 世界的な電子部品（半導体等）の需給ひっ迫が顕在化

2022年

• ウクライナ危機、上海ロックダウンによるサプライチェーン混乱の継続
• 世界的な電子部品（半導体）の需給ひっ迫の継続
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医療機器供給継続に向けた当社の対応・取り組み

経営最優先事項として対応

• 製品供給の継続を経営の最優先事項として、社長直轄で増産対策会議を週次で実施
• 経営陣が関係各所、協力会社様への協力要請・調整・交渉

生産能力の増強

• 追加設備投資による生産ラインの増強
• 協力会社様との連携強化

部品在庫・製品在庫の積み増し

• 長納期部品（特に電子部品）の在庫積み増し
• クリティカル製品（モニタ・AED・人工呼吸器など）の製品在庫の積み増し

設計変更による代替部品への切り替え

• 新製品開発の技術リソースを設計変更のための維持改良に優先投下
• クリティカル部品のマルチソース化・冗長化
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コロナ後の安定供給に向けた課題



© Copyright  NIHON KOHDEN CORPORATION  All rights reserved

安定供給と効率運用に向けた今後の課題

• 国内で調達可能な部品点数の拡大

 酸素センサなど一部重要部品は供給メーカ（海外製）が限られる

• 次期パンデミック・災害等の緊急時に備え、1年程度の部品在庫の確保

 在庫負担、廃棄リスクはメーカにとって大きな課題

• 半導体など部品メーカサイドから医療機器産業への理解を得て、
安定供給を確保

• 医療機器リモート監視システムなどを活用し、地域毎に人工呼吸器等の
使用状況や過不足をリアルタイムに把握できる仕組みの実現
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自社製人工呼吸器開発の経緯と背景
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自社製 人工呼吸器開発への経緯

• 2000年代後半に海外人工呼吸器メーカからの契約解除を経験

• 同時期に海外競合他社が買収で人工呼吸器・麻酔器事業に参入し
重症系病棟でのトータルソリューションの提供を開始

• 将来は治療器の自動制御が医療現場にとって重要なテーマとなると
予想し、そのためには自社製の治療機器が必要と考えた

• 2012年MERS流行時の経験から国内でパンデミックが起きた場合の
人工呼吸器不足が顕著になることを予想

事業戦略、パンデミックリスク、国産品の欠如を考慮して自社開発に着手
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呼吸器・麻酔器事業本部

NKV-550の開発・生産・販促
設立：2015年4月（カリフォルニア）

人工呼吸器の
開発、マーケティング
設立：2013年4月（所沢）

品質マネジメントシステム ISO13485:2016 認証取得

2010年代、自社製人工呼吸器２機種の開発に着手
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人工呼吸器 開発・生産品ラインアップ

NKV-330NKV-440NKV-550

• 多機能、高度な精確性
• 肺保護Apps
• Co-located遠隔操作

• 空気圧縮機を搭載
• 肺保護Apps
• コンパクトで移動しやすい

• マスク換気専用モデル
• SpO2/CO2モニタリング機能搭載
• コンパクトで移動しやすい

NEW！
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米国における次期パンデミックを
想定した取り組み
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NKV-550 Co-located Remote Control
米国FDA 510kの承認を取得した唯一の人工呼吸器
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2021年6月
• 米国政府と提携
• USAMRDCのTATRCから、

NETCCN向けの
人工呼吸器
リモートコントロール技術
の開発に選定※
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人工呼吸器 Far Remote Control

※ USAMRDC（U.S. Army Medical Research and Development Command：
米国陸軍医療研究開発指揮部）
TATRC（Telemedicine and Advanced Technology Research Center：
遠隔医療・先端技術研究センタ）
NETCCN（National Emergency Tele-Critical Care Network:
新型コロナウイルス感染症に対応するため、遠隔で専門的な医療アドバイス
を提供する臨床ケアチームのネットワーク） https://www.tatrc.org/www/resources/docs/10-NETCCN-PR-TATRC-Awards-MDIA-Project.pdf
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自然災害

パンデミック

戦争
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人工呼吸器リモートコントロールの使用目的（例）
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当社の事業戦略（将来像）
・治療機器
・DHS （DIGITAL HEALTH SOLUTION）
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日本光電が目指す治療機器の将来像
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ロボット麻酔システム
患者さんの容態・バイタルデータに合わせて

薬液を自動調節

人工呼吸システム
患者さんの容態・バイタルデータに合わせて

人工呼吸器の換気動作を自動調節、遠隔操作も可能

※ 全静脈麻酔支援シリンジポンプ制御ソフトウェアとして発売予定。
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Integration and analysis of vital sign data Clinical support applications
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日本光電が目指すDigital Health Solution
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意思決定支援意思決定支援

リモート
モニタリング

リモート
モニタリング

医療機器
データ統合
医療機器

データ統合

重篤状態監視重篤状態監視

主流化までの期間

技
術

革
新

の
イ

ン
パ

ク
ト

アルゴリズムに基づく医療
Algorithmic
Medicine 

アルゴリズムに基づく医療
Algorithmic
Medicine 

急性期DHS構想 地域医療DHS構想
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生体情報モニタ テレメータ

心電計

⾧時間心電図
記録装置

医療介護ネット
ワークシステム

在宅医療在宅医療
集中治療室・病棟集中治療室・病棟

手術・治療手術・治療

検査診断検査診断

プレホスピタルプレホスピタル

人工呼吸器

救急車搭載モニタ

除細動器

脳波計

半自動除細動器

日本光電が目指すDigital Health Solution


